
＜概要＞
• 事業実施主体：⼆本松ご当地エネルギーをみんなで考える株式会社 (福島県⼆本松市)
• 発 電 設 備：営農型太陽光発電
• 発 電 出 力：96.6kW
• 年間発電量：約87,000kWh
• 発電設備下部の農地 :40a（牧草を栽培）
• 建 設 費 ：1,590万円
• 運転開始時期：令和4年3月

• 日本では初めてとなる垂直設置型の太陽光発電設備による営農型太陽光発電の取組。

• 発電事業は、⼆本松ご当地エネルギーをみんなで考える株式会社が実施。設備周辺での営農は、佐久間
畜産が実施。

• 垂直設置型の太陽光発電は、東西に設置することで、電力市場価格の高い時間帯（朝・夕方の時間
帯）に発電のピークをずらすことができるため、電力を優位に販売することができるとされている。（今回の発
電設備は、地形の制約から南北向きに設置している。）

• 今後の展望としては、今回設置した土地に隣接する耕作放棄地にも同様の発電設備を設置する予定。
（東西向きに設置し、朝と夕方の２回に発電ピークが来るようにしたい。）

取組事例 垂直設置型太陽光発電での営農との両立

←発電施設の外観



• 技術協力者
• 海外からの技術移
転、営農影響評価、
耐風設計、発電シ
ミュレーション、
農地転用申請など
をトータルサポー
トすることで、事
業者の負担を軽減。

 二本松市で繁殖肥育一貫
経営を行っている。

 当該農地では借地料の負
担無く営農し、牧草を収
穫することができる。

 近年増頭したことにより、
飼料の必要量が増加して
いたこと、また、飼料代
も高騰していることから、
飼料の供給量を増やせる
ことは経営上のメリット
がある。

 2018年9月に市民出資により設立された地域電力会社。
 二本松市と再エネ推進に関する協定を締結し、再エネ発電
事業や理解促進事業を実施している。

 従来の営農型発電設備は柱の部分だけを一時転用するが、
当該設備ではパネル下部を列状に一時転用する形で申請し
た。
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 荒廃農地を牧草地に再生。海外研究事例を参照し、生育に影響が出ない8～10mの隔離でパネルを設置。（大型機
械を使用するため余裕を持った間隔が必要。）

 営農１年目では、６月下旬に１番草15ロール、８月下旬に２番草８ロールを収穫した。品質はいずれも良好。
 架台の支柱を通常の天井にパネルを設置するタイプより深く埋設し、風速34m/sまで耐えられる設計にしている。（日本

の建築基準法の風速基準並。）
 太陽光パネルは両面モジュールを採用。地面、農作物、積雪の反射光でも発電できるようになっている。

パネル間隔：10m
（パネル端とほ場外周
間は８m確保）

出資、資金調達

売電収入
約170万円/年

売電単価18円/kWh
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売電収入から肥料・
資材代を支払い

ISEP・ルクサソーラー
（株）＋Next2sun


